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1. 概要 

 JR 西日本では，国土交通省交通政策基本計画に基づ

きお客様の安全性向上と運転災害リスクの低減を目的

にホーム柵の設置を順次進めている．ホーム柵設置工

事のうち，盛土式ホームに用いる基礎は，これまでは杭

基礎や直接基礎の上に梁鋼材を井桁に組み，さらに RC

床版を載せる複合構造を採用していた．この基礎工事

は，杭の施工上の問題や線路上の重機の使用が多く、構

造や施工方法を改善し，生産性を向上させることが課

題であった．この課題を解決するため，新たなホーム柵

基礎構造を開発し 1)，京都駅 2 番・5 番ホームで初めて

工事施工を行った（図-1･2）． 

本稿では，京都駅でのホーム柵設置工事にあたり，特

に課題となった運搬方法と設置方法について検討、施

工結果と今後の期待される改善点について報告する． 

 

      
図-1 ホーム柵構造断面図 図-2 ホーム柵構造正面図 

２．基礎構造について 

基礎構造は，筐体を取付け，ホームを支持する上床板

とそれを支持する基礎構造が一体にしたプレキャスト

コンクリート C 型基礎ブロック（以降 C 型基礎）に小

口径鋼管杭を打設し，接合する構造である．また，施工

性を考慮し軽量化および筐体設置のためのコア孔位置

の自由度を高めるため，無筋の UFC（超高強度繊維補

強コンクリート）を採用した．C 型基礎は、UFC の採用

により標準部は部材厚を 10cm に抑えることができ，重

量は 1 ブロック当たり 530～610kg であった 

 
写真-1  C 型基礎全景写真 

 小口径鋼管杭（φ

=48.6mm）の標準的な杭

長は 1.5m であったが，

ホームごとに地盤が異

なるため，事前にホーム

ごとに杭の試験施工を

実施した結果，杭長を

2.5m に変更した（写

真-2）． 

３．作業環境 

2 番・5 番ホームは駅構内の中央にあり，ホーム上ま

たは軌道を使用したアクセスルートのみであった．ま

た，作業可能時間は，線路閉鎖間合いおよびお客様の使

用から実質 0:20～4:30 までの 250 分である．軌陸車使

用間合いは，上り 2 番線が 110 分，下り 5 番線が 100 分

程度であった． 

４. 施工順序 

 施工順序を図-3 に示す．C 型基礎の採用により以前

より基礎工事の工程数は少なくなった． 

 
 笠石撤去、仮覆工  
     ↓ 
 旧ホーム床板撤去  
     ↓ 
 筐体間埋設管設置  
     ↓ 
 掘削、擁壁撤去  
      
 

図-3 施工順序 

 キーワード ホーム柵 C 型基礎 施工計画  
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 C 型基礎搬入・設置  
↓ 

 小口径鋼管杭打設・接合  
↓ 

 埋戻し  
↓ 

仮覆工撤去、ホーム舗装復旧  
↓ 

 筐体設置（機械区施工 ） 

 

写真-2 杭の引き抜き試験 
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小口径鋼管杭は C 型基礎設置後に打設を行い，C 型

基礎との接合を行った． 

 

５. 運搬・設置方法 

(1)2 番ホームの施工 

 C 型基礎の運搬は，開発段階では線路閉鎖工事の制約

を極力減らすため，ラッチから運搬し，エレベータ（以

降 EV）を使用しホーム上へ運搬することを検討してい

た．当該工事では，EV の使用を含めた最適な方法を選

定するため，軌陸車使用の施工性、載線設備の有無，ホ

ーム上の仮置きスペース，上空制限を考慮して C 型基

礎の運搬・設置方法を検討した．その結果，ホーム上の

運搬は可能であるが，ホーム内の仮置きスペースが狭

く，C 型基礎のホーム上の運搬・仮置きの障害となるこ

と，駅近傍の既存の踏切を活用して載線設備を設ける

ことが可能であるこ

とが分かった．以上よ

り，当日で運搬・設置

を完了できる軌陸ク

レーン・軌陸ダンプト

ラックを用いて施工

した（写真-3）． 

2 番ホームの施工

は，線閉着手時間が軌

陸使用開始時間より

30 分ほど早かったため，事前に仮覆工撤去，敷モルタ

ルによる高さ調整を行った．また，C 型基礎ブロックと

端部の土留め板を事前に連結し，1 筐体当たりの作業を

短時間にすることができた． 

(2)5 番ホームの施工 

 5 番ホームは，C 型基礎の仮置きスペースを確保する

ことができた．また，5 番線は近傍に軌陸車の載線箇所

が無く，載線設備増設も困難であった．このため，C 型

基礎は，ラッチから EV を使用してホーム上を運搬する

方法を検討した． 

C 型基礎の運搬は，狭隘な場所を安全に実施する必要

があるため，台車を使用し人力にて実施することとし

た．EV 内は内空の制限から，C 型基礎を設置状態から

90 度回転させ、前面側を下側にした状態にする必要が

あった．このため，試験施工を行い，この状態で運搬が

可能であるか確認し

た．その結果，単管で

台車と C 型基礎を固定

すれば 4 人程度で運搬

できることが確認でき

た（写真-4）． 

 ホーム上の運搬は，

狭い場所の通過が必要

であり，ホーム横断勾

配により、傾きホーム

下へ転倒するリスクが懸念された．この対策として

EV から降ろした後は C 型基礎を簡易門型クレーンで

吊り上げ回転させ，台車上に本来の設置状態に据え替

えた（写真-5）．これにより，安定した状態で C 型基

礎をホーム上で運搬した．その結果，2 班 8 人体制で

で、1 日 2～3 筐体（5～8 基）分を運搬することがで

きた． 

 C 型基礎設置について，開発段階で検討していた簡

易門型クレーンの使用は，基礎設置位置の微調整に時

間を要することが懸念された．このため，設置には軌

陸クレーンを使用することとした．軌陸クレーンの使

用を可能とするため，線間にクレーン仮置き場を設け

て使用当日にゴムマットを使用して載退線を行った． 

  

６. まとめ 

今回の C 型基礎を用いたホーム柵設置工事の施工で

得られた成果を以下に示す． 

・床板の設置や梁材の設置が不要であり，生産性が向上 

・C 型設置は軌陸使用が円滑に工事施工可能 

・C 型運搬はラッチ～ホーム上の運搬は施工可能 

今後の課題には，以下に示すものが挙げられる． 

・載線設備を確保できるように事前調整 

・ホームに仮置きスペースをできる限り確保 

・線路閉鎖工事の制約が少ないホーム上から施工でき

る機械の検討 

・C 型運搬は EV の制限等から，基礎の軽量化 

  

7．おわりに 

今回の開発した C 型基礎を用いて現場に応じた施工

を計画し，生産性の高いホーム柵の工事施工を行うこ

とができた．今後は基礎形状，機械化施工および施工計

画について更なる深度化により，生産性向上を進めて

いく．これにより，早期にホーム柵設置数を増加させ，

高齢者，障害者等すべての駅利用者の転落防止に寄与

していきたい． 
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写真-3 C 型基礎運搬・設置状況

（上り 2 番線） 

写真-5 C 型基礎積みなおし状況（下り 5 番線） 

写真-4 C 型基礎運搬状況（下

り 5 番線） 
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